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研究代表者として、周術期管理に関する研究を実施しています。
• アミノ酸輸液による周術期低体温予防に向けた研究
• 動物用包帯の作成に向けた研究
研究分担者として、犬・猫・ブタの麻酔を担当しています。侵襲を伴う
場合には、２種類以上の鎮痛薬を併用しています。準備が必要では
ありますが、他の動物種の麻酔も対応可能です。

周術期低体温は、術後の創部感染の増加、出血量の増加、心臓合併症の
増加、麻酔からの覚醒遅延といったさまざまな問題を引き起こす。そのため、麻酔
中の体温管理は非常に重要とされているが、犬や猫などの小動物では体重あた
りの体表面積が大きいために麻酔中の体温低下が早く、体温管理は困難であ
る。そこで、犬・猫における周術期低体温予防法の開発を目的として、研究展開
している。

人やげっ歯類の研究において、アミノ酸輸液によって周術期の体温低下を予防
できることが報告されたことを発端に、人におけるアミノ酸輸液による周術期低体
温対策法は一般化している。しかしながら、犬・猫におけるデータはほとんど発表さ
れていない。

我々のこれまでの研究から、犬に対して麻酔前から総合アミノ酸製剤を投与す
ると、用量依存性に麻酔による体温低下が軽減されることが明らかになった。また、
ラットや人同様、アミノ酸輸液によってインスリン分泌が促進されることも示された。
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図. 麻酔導入1時間前から導入1時間後まで
の総合アミノ酸製剤輸液による体温低下抑
制効果。A群：総合アミノ酸製剤、O群：オ
クトレオチド+総合アミノ酸製剤、R群：酢
酸リンゲル輸液剤。

さらに、ソマトスタチンアナログであるオクトレオチドによってインスリン分泌を抑制すると、アミノ酸輸液による体温低下軽減作用が
減弱した。以上のことから、犬においても周術期低体温対策としてアミノ酸輸液が有効であり、これにはアミノ酸輸液によって
誘導されたインスリンが関与していると考えられる。現在は、もっとも有効なアミノ酸輸液の投与条件を確立するとともに、アミノ
酸輸液動態を明らかにし、アミノ酸輸液による熱産生メカニズムを解明すべく研究を継続している。
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